
芸術・スポーツ等の秋を楽しもう
～みんなでつくろう笑顔のハーモニー(音楽学習発表会スローガン)～

１０月２１日(金)、３年ぶりに「音楽学習発表会」[写真左、６年生の演奏]を開催することができました。感染症対
策のため従来のように地域のみなさまにご来校いただくことができず、その点は残念でしたが、子どもたち
はこの日に向けて練習してきた成果を十分に発揮できたようで、大変素晴らしい演奏を聴かせてくれました。
また、１１月２日(水)から６日(日)まで、「児童生徒美術展･発明工夫展」が開催され、多くの児童が作品を

出品しました(表彰のコーナー参照)。１１月２６日(土)・２７日(日)には、特別支援学級児童の作品が展示され
る「揖龍ふれあい作品展」も開催(会場:赤とんぼ文化ホール)され、本校児童の作品も展示されます。

１１月７日(月)のオープンスクールでは、こちらも３年ぶりに「PTA教育講演会」[写真右]が開催されました。
講師先生の巧みな話術におおいに盛り上がり、子どもたちが自立できるよう自ら考え決定させることの大切
さ等について、楽しく学ぶことができました。この教育講演会には、「PTA会員の教育、子育てについての見
聞を広げる」という重要な目的があります。来年度以降も、できるだけ多くのPTA会員に学習・研修の機会
を提供できるよう、内容や時間帯等検討し実施していけたらと考えます。
本年度の校内マラソン大会は、指導要領の内容並びに２年間大会を実施していないことを踏まえ、道路に

おいて決められた距離を競走するのではなく、体育の授業中に何日間かかけて、運動場で決められた時間内
に自分のペースでどれだけの距離を走れるか挑戦する形で実施しました。人との競走ではなく、これまでの
自分自身を乗り越えようと頑張る姿はとても素晴らしかったです。
この後も、１１月２３日(水･祝)に「たつの市･揖保郡小学生陸上大

会」(会場:太子町陸上競技場)、１１月２６日(土)に「地区訪問継走」、
１２月３日(土)に構教育集会所事業の「子どもの人権交流ふれあいコ
ンサート」(会場:コミセン･JA周辺)等が実施されます。すでに多く
の児童が参加することになっており、練習や準備に頑張っています。

《10月１2日（水） ５年「圃場整備についての学習」》》
根本親良さまを講師に、圃場整備について、整備前

と後の違いや当時の協議の様子等を教えていただきま
した。この整備事業が揖西町全体の幸福につながるよ
う考えて行われ、人々の暮らしを豊かにしたことを学
習し、多くの子どもたちが、先人の行
動力に感謝するとともに、ふるさとへ
の誇りや愛着を持つことができました。

《10月１３日（木） ３･５年「稲刈り体験」》
グリーンファーム揖西・JAのみなさまの指導の下、

稲刈り体験をしました。６月の田植えから、水田の青、
稲穂の黄金と移り変わる風景や生長の
様子を見つめてきた子どもたちです
が、無事収穫できて大喜びでした。

《１０月１３日（木） 学び舎学級「絵手紙体験」》
梅本光子さまを講師に、絵手紙体験をしました。「伝

統的な日本の『書』を大切にして
ほしい」、「相手に自分の思いを伝
えるためには心を込めて書(描)く
こと」といったことを、体験をと
おして教えていただきました。

～揖西西小学校の教育方針等をお伝えします～

★体力･運動能力の向上をめざし、進んで楽しく運動
できるよう、｢がんばりカード｣を一人一人に配布し
ました。子どもたちは、かけ足や縄跳び、鉄棒･雲梯
等の遊具を使った運動など、体育の授業だけでなく、
休み時間も技や記録に挑戦したり遊んだりしていま
す。今後益々寒さ厳しくなって参りますが、継続し
て運動できるよう励ましていきたいと考えています。

★１１月２６日(土)午後、多くのみなさま方のご協力の
下、３年ぶりに「地区訪問継走」を実施します。子
どもたちが考えた新たな試みも取り入れています。ご
理解･ご支援のほど、よろしくお願いします。

★１１月３０日(水)、｢学校安全(防災)総合支援事業｣の
一環で、４年竹田学級で防災教育授業を行い、揖龍
内小中学校教職員を対象に公開します。授業者は衣
畑教諭で、学校防災アドバイザー・神戸地方気象台
防災管理官の山本高男さまと打合せを重ね、揖西町
のハザードマップや過去に発生した災害から、身近
な防災について考える授業をすることにしています。
EARTH(Emergency And Rescue Team by school staff in Hyogo
＝震災･学校支援チーム)の一員でもある担任の竹田
教諭も、複数指導の立場で授業に関わります。
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《10月24日（月）ほか １年～４年「校外学習」 》 写真
１年 11月 4日(金) 姫路セントラルパーク・姫路水族館 ①
２年 10月24日(月) 姫路科学館・神崎農村公園｢ヨーデルの森｣ ②
３年 10月25日(火) グリコピア神戸・人と自然博物館 ③
４年 10月28日(金) 神戸青少年科学館・人と防災未来センター ④

《うどん作り体験 １０月２６日（水）2年・11月11日（金）4年》
構教育集会所根本運営委員長さまをはじめ推進委員

さま、保護者のみなさま等多くの方にご来校いただき、
うどん作りをしました。２年前、コロナ禍でできなか
った４年生も、今年体験しました。このうどん作りは、
県が作成した副教材「ほほえ
み」の資料として取り上げら
れており、県下の２年生が道
徳の時間に学習しています。

《１１月２日（水） ６年「茶器作り体験」》
古代、土師周辺には野見宿禰を祖とする土師氏の一

族が居住しており、須恵器を製作していました。その
技術が西に伝播し備前焼へ進化したとも云われており、
それらを踏まえ、兵庫教育大学淺海真弓教授の指導の
下、ふるさと教育や社会科学習の一環として、備前の
土をこね、茶器を作りました。
今月中には焼き上がる予定で、
完成を楽しみに待っています。

《１１月７日（月） 3年「防火・救急まめ講座」》
消防士・救急救命士さんを講師に、火災現場の画像、

ガス爆発やトラッキング火災の
実験、担架作り体験等をとおし
て、火事の恐ろしさや防火・救
急の大切さについて学びました。

《１１月７日（月） 特別支援学級「草木染め体験」》
中田真維子さまを講師に、自分たちが採

集した健康の森のどんぐりや松ぼっくり等
を煮出した汁を使って染めていきました。
楽しく意欲的に活動し、とても素敵なトー
トバッグが仕上がりました。

② ③ ④①

《表彰》～受賞者のみなさん、おめでとう(敬称略、数字は学年)～
★三木露風賞新しい童謡コンクール
佳作：下田るり(3)
努力賞：丸山大成(4)・小谷菜摘(2)
たつの赤とんぼライオンズクラブ努力賞：井上帆希(2)

★「自然環境を大切にしよう」ポスターコンクール
佳作：冨田いちか(1)

★歯･口の健康に関する図画ポスターコンクール※

入選：坂本望愛(6)・山本果歩(3)・阪田舷誠(1)
★防火図画・ポスター展※

優秀賞：坂井杏優(6)・根本あづさ(4)
井上帆希(2)・森高遡輿和(1)

努力賞：森崎理菜(5)・山本琴羽(4)・尾上実柚(3)
★西播磨ふるさとの風景絵画コンクール※

佳作：中田龍翔(5)・丸山大成(4)
★たつの市発明工夫展※

研究賞：井上帆希(2)
入選：坂井杏優(6)・坂本望愛(6)・仲本朱璃(4)

★たつの市児童生徒美術展※

入選：児島陽菜(6)・坂井杏優(6)・田渕乃々華(5)
［書写］ 濵﨑蘭(5)・木原和香(4)・田口凌駕(4)

西田明日香(3)・福島諄(3)・井上帆希(2)
澁田心菜(2)・田中千晴(1)・保川和磨(1)

入選：原田咲(6)・丸橋詩(6)・谷口友菜(5)
［絵画］ 根本翔(5)・寺見咲夏(4)・山本琴羽(4)

長澤煌介(3)・中村櫂智(3)・谷口遼行(2)
本間輝人(2)・相内良介(1)・鹿嶋奏芭(1)

★兵庫県造形教育展
奨励賞：前田輝虎(6)
入選：橋本來夢(6)・長方香稟(5)・渡邊志帆(5)

荒尾翔馬(4)・香田心暖(4)・阪田稜悟(3)
横井統馬(3)・衣笠佑飛(2)・髙林楓太(2)
香田大芽(1)・坂本稜旺(1)

★全日本空手道連盟糸東会関西地区選手権大会
優勝［形 小学3年生女子中級］：中川杏那(3)

★兵庫県小学生女子サッカー大会
優勝：西播磨ガールズ［丸橋詩(6)所属］
丸橋さんは、全国大会出場をかけて、関西大会に臨みます。

※：まだ表彰伝達ができていない、もしくは表彰状が届いていないもの
です。表彰状は、全校朝会等で紹介した後、家に持ち帰らせます。
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